
別
表
（
第
二
条
関
係
）

事
業
の
名
称

関
係
条
項

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
資
格
要
件
弾
力
化
事
業

第
一
条

平成™™年 月�日 火曜日 第œš ™号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
西
藤

平
字
落
合
一
八
六
の
一
五
五
、
一
八
六
の
一
八
一
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
豊
岡
市
但
東
町
薬
王

寺
字
西
谷
四
七
の
二
・
四
七
の
一
七
（
以
上
二
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
但
東
町
佐
々
木

字
鍛
治
屋
一
七
、
一
八
、
字
深
山
七
九
の
一
、
七
九
の

四
、
七
九
の
五
、
出
石
町
奥
山
字
矢
代
一
九
七
か
ら
二

〇
五
ま
で
、
二
〇
六
の
一
、
二
〇
六
の
二
、
二
一
〇
、

二
一
二
か
ら
二
一
五
ま
で
、
二
一
七
、
二
一
九
、
字
茶

ス
リ
二
二
六
、
二
二
七
、
二
三
〇
、
二
三
二
、
二
三
三

の
一
、
二
三
三
の
二
、
二
三
四
か
ら
二
三
七
ま
で
、
字

岩
尾
二
八
七
か
ら
二
八
九
ま
で
、
字
ナ
ガ
シ
山
二
九
一

の
一
、
二
九
二
か
ら
二
九
四
ま
で
、
三
〇
六
の
一
、
三

〇
九
、
三
一
〇
、
字
茗
荷
谷
三
一
一
、
三
五
四
の
一
、

三
五
四
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
豊
岡
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
姫
路
市
安
富
町
栃
原

字
垣
内
三
九
一
、
三
九
二
、字
口
中
山
四
五
二
の
二
五
、

四
五
二
の
二
九
、
四
五
二
の
四
三
、
四
五
二
の
四
五
か

ら
四
五
二
の
五
一
ま
で
、
四
五
二
の
九
六
、
四
五
二
の

一
二
六
か
ら
四
五
二
の
一
三
四
ま
で
、
安
富
町
皆
河
字

湯
ノ
山
一
一
一
八
の
四
七
、
一
一
一
八
の
六
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

垣
内
三
九
一
・
三
九
二
・
字
口
中
山
四
五
二

の
二
九
・
四
五
二
の
四
五
・
四
五
二
の
九
六
・
四

五
二
の
一
二
六
・
四
五
二
の
一
二
七
（
以
上
七
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
姫
路
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
丹
波
市
市
島
町
中
竹

田
字
長
谷
六
二
二
七
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
丹
波
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
養
父
市
八
鹿
町
坂
本

字
茗
ケ
谷
七
五
、
七
八
、
六
〇
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

茗
ケ
谷
七
五
・
七
八
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
養
父
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
宍
粟
市
波
賀
町
原
字

権
現
四
七
か
ら
五
〇
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
兵

庫
県
庁
及
び
宍
粟
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

ス
管
理
責
任
者
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
（
当
該
構

造
改
革
特
別
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
、
当
該
構
造
改
革
特
別
区
域
内
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

者
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
限
る
。）に
、
当
該
地

方
公
共
団
体
が
法
第
四
条
第
八
項
の
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定

の
日
以
後
は
、
当
該
認
定
に
係
る
構
造
改
革
特
別
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
又
は
施
設
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
資
格
要
件
告
示
第
一

号
イ
\
^

中
「
五
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
上
」
と
、「
十
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
以
上
」
と
す
る
。

（
事
業
）

第
二
条

法
別
表
第
二
十
七
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
業
の
う
ち
、
厚
生
労
働
省
告
示
で
定
め
る
事
業
は
、
別
表
に

掲
げ
る
事
業
と
す
る
。
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